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住みにくい住環境と
住み続けられるまちづくり

　私の研究テーマを一言で表せば、「住み続けられるまちづくり」です。

　少子高齢化社会、人口減少社会を迎えて、さまざまな問題が起きて

いることはご承知の通りです。いかにして時代や社会の変化に対応し、

都市の機能を持続するのか。どうやって住民にとって快適な住環境を

提供するのかは、都市計画にとって大きな課題です。

　日本の都市は、その成り立ちから大きく2種類に分類できます。ひとつ

は、中世以降、近世にかけて成立した日本古来の町です。城下町、宿場

町、門前町などがその代表的な例でしょう。農村集落、漁村集落なども

含まれます。もうひとつは、ニュータウン――戦後、山や田畑を開発して

作られた計画的なまちです。このうち、特に前者において住み続けられ

る住環境を提供するのは、意外と難しいことなのです。

　日本古来のまちの中心市街地には、文化や歴史があり、それらにまつ

わる生業もさまざまです。文化的・歴史的な資産を受け継ぐための職業

もあります。神社や寺院が残っていて、神事・仏事としての祭りがあり、

人を集める場所も仕掛けも存在する地域もあるでしょう。しかし、こう

した旧市街地の歴史的な住環境のなかで、現代の若い人たちが将来に

夢や希望をいだき、住み続けようと思えるライフスタイルを実現するのは

たやすいことではありません。現代的で便利な生活をしたいと思う若者

世代をどのようにすれば惹きつけることができるでしょうか。

　具体的な例を挙げてみましょう。

　私がまちづくりに携わっている福島県白河市は、東北の玄関口に位

置する小峰城の旧城下町で、武家地や町屋だった土地が残るのですが、

その街区は間口が狭く、奥行きが長い。間口が7㍍程度、奥行き20～30

㍍程度という建物敷地が並ぶのです。店舗を構える人でなければ、こう

した土地は使いにくいでしょう。旧街道沿いの歴史的な街並みを守って

いくため、玄関口に自家用車を駐車しにくい点も、現代人にとっては使

いにくい。しかし、敷地ごとに地権者が異なることが殆どで、そのため

街区全体を大掛かりに変更するのは現実的ではありません。

　では、地権者が「景観なんか残さなくていい」と考えて、この間口の狭

い敷地に次 と々マンションを建設したらどうなるでしょうか。最初の1棟

目は、日当り良好なマンションになります。しかし、他の地権者たちが続

けば、奥行きが長い壁のようなマンションが歴史的な街並みの中に建ち

並ぶことになります。果たしてこれで住みやすく魅力的なまちになるの

でしょうか。

 「住み続けられるまちづくり」を本当に実現するためには、これまでに

築いてきた歴史的価値を継承しつつ、現代に適応した住環境を生み出

すという創造的な革新を実現しなければなりません。

文化的な資産や歴史的な遺産の
本質的な価値を見出し、伝える

　様々な条件や制約があるまちをどのように住みやすくするのかを考え、

計画するのが私たちのまちづくり研究と実践活動の目的です。

　私たちはまず地元の地権者、住民、行政や建築・都市計画の専門家

など、その地域やコミュニティに関わるさまざまな担い手に集まっていた

だき、まちづくりのための土台となるプラットフォームを組織します。そ

して、多様な意見を集約し、いくつかの計画案（シナリオ）を立てるデザ

インワークショップを開催。そのシナリオに基づき、ＣＧや模型を作成

し、街並みをどのように修景していくかを提示します。また、住民一人ひ

とりの生活がどのように変化するかというシミュレーションも作成・提示

します。このようなプロセスデザインの提案を繰り返し、錯綜する利害

を整理しながら、関係者が合意可能なまちづくりの基本計画を作るの

です。

　このような葛藤を克服するのは容易ではありません。その地域で答え

を出すしかないでしょう。ただ、ひとつだけ大切だと思うのは、地域住

民が選択できるようなまちづくりになっているかどうかという点です。つ

まり、まちのあり方を自分たちで選べるかどうかです。

　自らが選択したまちの将来像であれば、その目標に向かってそれぞ

れが生活や仕事を通して、自律的にまちづくりに協働することができる。

　　これからの都市計画では、住民が選択可能なまちづくりのあり方

を作っていくことが、日本でも世界でも重要になってくると思っています。
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